
•歴史的背景：東海道の入口
•総人口増で推移、生産年齢人口割合が高い：401,704人、約
68.8%（令和2年1月1日）

•65歳以上の高齢人口 約19.5%（令和2年1月1日）

•高い昼間人口：544,022人（平成27年「国勢調査」結果）

•高い区民の定住意向：9割以上が定住希望

現
状

•都市部課題：局所的な人口減少・高齢化、公団住宅の老朽化、
個人店舗・商店街の衰退
•国策の地方部の支援：都市部公共事業としての解決策の優先
度、人材確保
•区外からの移転者と地元区民の交流の機会・場の希薄化

課
題
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イベント

研究対象

八潮団地の外国人比率は品川
区平均より高い

2015～2020年まで、外国人を
増加

2020年1月時点、八潮地域の
外国人比率は6.7％
グローバル化の課題

• 敷地面積は40.8ヘクタール
• 2020年1月時点、5,883世帯、12,039人が暮らしている
• 公社住宅（都営、UR賃貸、JKK東京）、賃貸・分譲の混在
• アクセス：都営バス、りんかい線･東京モノレール

• 教育施設（保育園、幼稚園、区立の小中一貫校や図書館
など）、行政サービス機関、商業施設、医療施設など生活
利便施設

• 品川区内で世帯数が少なく、ほぼ高齢単身以外の世帯
• 2015年～2020年まで、品川区内で唯一人口が減少地域

品川八潮パークタウン

ビジネスモデル

外国人と高齢者向けの助け合いコ
ミュニティプラットフォーム

外国人と高齢者向けコミュニティ作り、更に助け合い
の機能付きプラットフォーム

携帯アプリ ・ インターネット掲示板
ローカルコミュニティで助け合い
高齢者だけではなく、若い家庭、外国人も対象
日常生活の助け合い必要な方

地域内高齢化と外国人が増え、お互
いにコミュニケーション不足で、地域愛
を減少、地域との繋がりを弱がっている

全体人口比率、65歳以上が多
い

高齢化の課題
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